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2本日のメニュー
1. ソフトウェア品質保証の考え方 
2.ソフトウェア開発と品質保証の方法 
3.フィールド保証 
1. フィールド保証活動
2. 稼働品質管理と尺度
3. 再発防止策

4.品質検証・評価の主要技術 
5.人材育成



3

フィールド保証活動



4フィールド保証活動
• 製品の稼働状況をモニタリングし，クレームや障害情報を 
タイムリーに吸い上げ，フィードバックする仕組み 
- ≒アフターサービス
- 保守の種類としては，是正保守および予防保守にあたる

»是正保守：発見された問題を訂正するために行う受身の修正
»予防保守：潜在的な障害を障害が発生する前に是正するための修正 

　　※以下は参考
»適応保守：変化した環境において使用できるようにする修正
»完全化保守：性能や保守性を向上させるための改良



5クレーム
• 製品の品質及び出荷製品に関わる
品質保証活動に対する 
ユーザの苦情・要望・質問の総称 
- ユーザーミスや質問事項が40%~60%
- 新規不良は１割程度

»過半数はDupricate bug
- クレームはパレートの法則に従う

»２割の要因が全体の８割
- 不良はハインリッヒの法則に従う

» 1件の重大障害の裏では，既に同じ原因の障
害やインシデントが散髪している



6クレーム処理の手順



7障害対策のポイント
• 原因解析では，以下の情報を取得すべき 
- 現象を示す資料

»エラーメッセージや出力結果など
- 時系列動作状況・エラー情報

»エラーログなど
- 障害発生時のコンピュータの内部状態資料

»ダンプファイルなど
- 障害発生までの時系列のイベント情報

»トレースなど
- 障害発生時のデータセットの状態資料

»ファイル情報など
- 障害発生までのネットワーク・端末情報

»ログデータなど
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再発防止策



9再発防止策
• 再発を防止するために以下を把握することが大事 
- 障害の現象

» e.g., 従来正常に動作していた機能が異常終了した
- 障害の背景

» e.g., 異常終了した機能については，最近は修正や変更はしていない
- 技術的原因

» e.g., あるステートメントを不当に削除したため
- なぜミスしたのか

» e.g., コメントを挿入するつもりだったが，ステートメントを被せて削除してしまった
- なぜレビューやテストで見つけられなかったのか

» e.g., コメントのみの追加であったため，レビューやテストの対象にしていなかった



稼働品質管理と尺度



11稼働品質管理と尺度
• 稼働状況データの分析・問題点をフィードバックが大事 
- 稼働品質尺度には，顧客主体の尺度と製品主体の尺度がある



12まとめ


